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議事要旨(7) 収益認識専門委員会における検討状況について 

 

冒頭、逆瀬副委員長（専門委員長）より、収益認識専門委員会において、IASBから公表

されているディスカッション・ペーパー（DP）「顧客との契約における収益認識に関する

予備的見解」に対するコメントを検討している旨が説明された。引き続き豊田主任研究員

より、当該DPに対するコメント文案の内容説明が行われた。 

 

委員から出された意見等は、次のとおりである。 

 

 コメント案の第 2 項で、DP で提案されたモデルが実務の中で機能し得るのか等を検

証すべきという意見が書かれているが、これと併せ、システム対応等に過度なコス

ト負担が生じるなどの具体的な例を書き入れてコスト・ベネフィットの議論をして

はどうか。 

 コメント案の第 16 項及び第 17 項の書き方では、保険契約の収益認識のあり方につ

いては一般の収益認識のあり方と異なってよいと当方が容認しているように誤解さ

れるおそれがある。そのような誤解が生じないよう表現を見直すべきである。 

 

これらの意見を踏まえ、引き続きコメントについて検討を行うこととされた。 

 

以 上 


